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放射性物質管理機能の追加に伴う画面変更等ついて 

 

平成 25年 2月 6日より、電子マニフェストシステムで、放射性物質情報を管理することが

できるようになりました。 

これに伴い、廃棄物の種類設定、産業廃棄物情報の設定等の画面の一部を変更しましたの

でご留意くださいますようお願いいたします。 

 

見出し２： 主な変更画面 

1. 基本設定 ＞ 廃棄物の種類設定 ＞ 追加 

廃棄物の種類設定画面では、「産業廃棄物、特別管理産業廃棄物」と「特定産業廃棄物※」

のどちらかを選択すると、表示される廃棄物の種類が切り替わります。 

 

※ 特定産業廃棄物：放射性物質に汚染され、又はそのおそれがある産業廃棄物のうち、「放射性物質汚染

対処特措法」で定められたもの 

 

 

別紙 
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2. 新規登録 （若しくは予約登録）＞ 産業廃棄物情報入力 

「特定産業廃棄物」を選択した場合に、放射性物質の測定値の入力欄が追加されます。 

 

○ 「特定産業廃棄物」を選択した場合、放射性物質の測定値に関する入力欄が表示さ

れます 

※「特定産業廃棄物」以外の産業廃棄物を選択した場合、画面は変更されません。 

 

 

さらに「測定データあり」を選択した場合 

 

「測定値」の入力欄が表示されます 
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3. その他 

その他、以下の画面若しくは項目の一部に「放射性物質」欄が追加されます。 

○ マニフェスト情報詳細画面 

○ 運搬終了報告、処分終了報告画面 

○ 受渡確認票 

○ 新規登録、若しくは予約登録の産業廃棄物情報項目 

＜マニフェスト情報詳細画面＞ 

 

 

 

＜運搬終了報告、処分終了報告画面＞ 
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＜受渡確認票＞ 

 

 

見出し２： 変更に伴う改訂について 

○「CSVレイアウト」、「各種コード表」  

 ⇒操作マニュアル ＞ CSVレイアウト、コード表、換算係数 

 

○「EDI方式電子マニフェストシステム接続仕様書」 

 ⇒EDI方式 > .EDIシステムを構築する 


